








令和6年8 22月 日
埼 県熊 市妻沼 １ 丁 ３ ５ 番地玉 谷 西 目

株式会社 製作所石 黒

代表取締役社長
荒川 純

株式会社 製作所石 黒

当社は” も のづく り へのこ だわり ” を 追求し 、 多様化する お客様の要望に応え、 品質の製品を 安定高
し て提供し 続け、 将来にわたり 社会に貢献し 続ける 企業を 指し ます。 社員ひと り ひと り が誠実に事目
業活動に取り 組むこ と によ り 、 継続可能な社会実現に向けSDGｓ 達成に貢献し ます。

事業活動全体のCO2排出量を削減すると と も に、 社有 を環境配慮型に れ替え、 燃料使 量削減に取り 組む車 入 用

事業活動全体のCO2排出量削減

の運 にかかわる燃料使 量削減車 行 用

次世代の技術者育成の為、 若者を積極的に採 する用

３ ０ 歳以下の雇 数の増加用 人

多様な働き の実現に向け、 男 問わず育児・ 介護休暇取得 数を増やす方 女 日

育児・ 介護休暇の１ 当たり の平均取得 数の増加人 日

5 .5 2 ｔ /年【 2023年】 5％削減 10％削減

3000Ｌ /年【 2023 年】 5％削減 10％削減

5 （ ５ /22 ） 【 20 23年】人 人 人 ７ 人 10人

0 /年【 2023年】日 3 /年日 5 /年日

















令和6年8 22月 日
幸 市東2-8-6手

株式会社フ レ ン ド ホーム

代表取締役

鎌  康田 臣

株式会社フ レンド ホーム

当社は企業ビ ジョ ン に「 地域に広げる LIFEの輪」 を 掲げています。 こ のビ ジョ ン を 社員 ひと り が一 人
理解し 、 実 し 、 地域社会の発展およ びSDGs達成に貢献し ます。行

CO2排出量削減のため、 社 を環境配慮 両にする用 車 車

環境配慮型 両へ順次 れ替え車 入

街の ども が笑顔で明るく 育つためにイ ベント 招待や寄付の取組を う子 行

売上の 部を 治体（ 幸 市） に寄付一 自 手

幸 市が運営する 育て 援センタ ーの利 者を当社主催イ ベント に無料招待手 子 支 用

ひと り 親家庭の住宅購 援の為、 控除の説明、 将来設計の提案等の「 ひと り 親家庭特別プラ ン」 を提供する入 支

購 時の10万円キャ ッ シュ バッ ク入

20％（ 2台/10台） 【 2023年】 50％（ 5台/10台） 100％（ 10台/10台）

15万円/年【 2023年】 20万円/年 30万円/年

10名/年【 2023年】 20名/年 30名/年

3家庭/年 【 2023年】 10 家庭/年 15家庭/年







令和6年8 22月 日
埼 県三郷市新和5丁 227玉 目

野 業長 工

事業主

野 善長 一

野 業長 工

野 業の事業経営理念は「  産効率を 追求し た 場設備 作物の製作 」 である 。 社員 がこ長 工 生 工 工 一 人 一 人
の考えに基づき 誠実に事業活動に取り 組むこ と で、 地域社会の発展及びSDGsの達成に貢献し ていく 。

エネルギー使 量を削減すると と も に、 再 可能エネルギーの利 率の向上を図る用 生 用

電 使 量の削減力 用

再 可能エネルギー利 率の向上生 用

社員参加型の美化活動を う 。 また、 ワーク ラ イ フ バラ ンス向上実現のため時間外労働を削減する行

街の美化活動

時間外労働の削減

多様な 材が活躍できる社会実現のため、 性管理職数を増やす人 女

性の管理職 数の増加女 人

1 ,5 07Kwh【 2023 年】 15％削減 30％削減

10%  【 2023年】 30% 50%

1回/年・ のべ2 参加 【 2023年】人 2回/年・ のべ3 参加人 3回/年・ のべ4 参加人

10時間/ 【 2023年】月 5時間/月 0時間/月

0 /年 （ 0 /3 ） 【 2023年】人 人 人 1人 2人































令和6年8 22月 日
埼 県川 市三ツ 和１ －１ ２ －４ 三ツ和第 プ玉 口 一
ラ ッ ト １ ０ １

株式会社GoodW orks

代表取締役

安達  介大

株式会社GoodW orks

当社の経営理念である 「 Good  times work、 Orig inal one、 Life is Fu ll」 に従っ て 動し 、 従業員行 一
が誠実に取り 組み、 充実感を 得ら れる 仕事を し ていく 。 こ れによ り 付加価値の い作品、 建築人 一 人 高

を創造し 、 持続可能な地域を つく る ため、 志ある 職 集団と し てSDGs達成に貢献し ていく 。人

古材（ 材） のリ サイ ク ル・ 活 、 再販を う木 用 行

再資源化率の向上

多様な 材が活躍できる社会実現を実現する人

性の職 数を増やす女 人

ワーク ラ イ フ バラ ンス向上のため、 業務の 直し やシステムの活 により 内勤職員の所定外労働時間を削減する見 用

所定外労働時間を削減

15％（ 32 .4㎥/216㎥） 【 2023年】 18％ 20％

2 （ 2 /8 ） /年 【 2023年】人 人 人 ３ 人 4人

30時間/  【 2023年】月 20 時間/月 10時間/月













令和6年8 29月 日
埼 県熊 市三ヶ 尻167 5玉 谷

河原雄剛経営経理研究所大

代表

河原 雄剛大

河原雄剛経営経理研究所大

当社は経営理念である 「 従業員が成 し やり がいを 感じ る 職場を 作り 、 会社と 従業員が共に成 する長 長
こ と で社会に貢献し 持続的発展を 指す。 」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献し ます。 こ の考目 行
え は持続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に方 目 方 目
事業活動に取り 組むこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていき ます。

環境保護の観点から 、 ペーパーレス化を推進し 、 コ ピー 紙の使 量を削減する用 用

コ ピー 紙使 量の削減用 用

事業所周辺の環境美化活動を い、 地域社会に貢献する行

周辺の美化活動

従業員の年次有給休暇取得 数を増加し 、 ワーク ラ イ フ バラ ンスの向上を図る日

年次有給休暇平均取得 数の増加日

コ ピー 紙使 枚数： 約1 ,00 0枚用 用
【 2023年】

30％削減 80％削減

0回／年・ 延べ0 【 2023年】人 6回／年・ 延べ12人 12回／年・ 延べ24人

5 ／年【 2023年】日 1５ ／年日 ２ ０ ／年日









令和6年9 2月 日
埼 県さ いたま市 区佐知川556-1アビデンス玉 西
佐知１ 階１ ０ １ 号室

株式会社末 業木 工

代表取締役

末  泰雄木

株式会社末 業木 工

当社の経営理念「 安 し て暮ら せる 社会の基盤を 形成し 、 環境に優し い技術を 推進し 未来を 創造する心
こ と を 使命と する 」 に基づき 、 動し 地域社会の発展に貢献する 。 「 」 「 環境」 「 未来」 の調和を行 人
通じ 社員ひと り ひと り が活動する こ と によ り 、 SDGｓ の達成に取り 組んでいく 。

気候変動に対する緩和と 適応策を強化し 、 気候変動の影響を最 限に抑える小

環境配慮型 両への れ替え車 入

コ ピー 紙使 量の削減用 用

多様な 材が活躍できる社会実現のため、 性や 齢者の雇 を促進する人 女 高 用

性雇 者数の増加女 用

65歳以上の 齢者の積極雇 （ は再雇 ）高 用 又 用

地域企業と の連携を取り つつ 社の成 を 指す自 長 目

協 会社数の増加力

「 1級・ 2級 事施 管理技 」 「 1級・ 2級管 事施 管理技 」 等の資格保有者数の増加土 木 工 工 士 工 工 士

２ 台（ 2台/1 0台） 【 2023年】 ４ 台/年 ７ 台/年

29 ,5 00 枚【 2 023年】 20 ,6 50 枚/年（ 30％削減） 14 ,7 50枚/年（ 50％削減）

1 （ 1 /11 ） 【 2023年】人 人 人 3人 5人

0 （ 0 /11 ） 【 2023年】人 人 人 2人 ５ 人

５ 社【 2023年】 ８ 社 12社

2 【 2 023年】人 5人 8人



令和6年9 2月 日
草加市 柳2-11-39青

株式会社マルシン

代表取締役社長
近藤 旭

株式会社マルシン

当社は、 環境へ配慮し 、 体に有毒な六価ク ロ ムを 使 し ないク ロ ムフ リ ー薬剤の導 や塗装時に人 用 入 大
気へのVOC放出を 伴わない粉体塗装案件への対応等を 進め、 新たな塗装技術への挑戦を 続けてまいり
まし た。 こ れから も 「 持続可能な開発 標 SDGs」 の趣旨へ理解を 深め、 当社の事業を 通じ 地域社会の目
発展およ びSDGsの達成に向け貢献し ていき ます。

光化学スモッ グの原因物質であるVOC排出量を抑えるため、 溶剤塗料から 粉体塗装へ移 を推進する行

粉体塗装件数の割合の増加(前年 割合= 粉体塗装件数/全件数)比

『 埼 県 緑のト ラ スト 基 』 または『 草加市厚 保護 性会』 へ寄付、 イ ンタ ーンシッ プの受 れを う 。玉 金 生 女 入 行

寄付活動

イ ンタ ーシッ プ( 場 学)の受工 見 入

体に有毒な六価ク ロムを使 し ないク ロムフ リ ー薬剤による前処理塗装件数の割合を増加さ せる人 用

ク ロムフ リ ー案件の受注 率増加(前年 割合= 該当件数/全件数)比 比

0 .5 % /年【 2023年】 2% /年 5% /年

10 .5万円/年【 2023年】 10 .5万円/年 10 .5万円/年

1回/年 のべ3 【 2023年】人 2回/年 のべ4人 3回/年 のべ5人

0 .3 % /年【 2023年】 5% /年 10% /年







令和6年9 30月 日
埼 県北 郡伊奈町 室11160玉 足 立 小

千代紡織株式会社八

代表取締役

三友 宏樹

千代紡織株式会社八

当社の経営 針の「 お客様の視点を 切にし 、 おも てなし の物流空間を 創造する 」 観点から 、 取扱商方 大
品の特性に合わせた設備設計で、 効率の良い持続可能な環境を 作り 出すこ と によ り 、 SDGｓ の達成に
貢献し ていく 。

CO2排出量削減の為、 太陽光発電設備の設置や、 LED照明などの省エネ機器の設置を推進する。

電 使 量の削減力 用

地域の環境美化活動を積極的に う 。行

地域美化活動

地域 材活 のため若年層（ 30歳以下） 雇 者数を増やす。人 用 用

新規採 者数の増加用

249 ,4 2 4KW h/年【 2023年】 35％削減 50% 削減

1 回/年のべ２ 参加【 2023年】人 2回 /年のべ3 参加人 3回 /年のべ4 参加人

0 （ 0 /2 ） 【 2023年】人 人 人 1 /年人 ２ /年人





















令和6年9 10月 日
埼 県所沢市 1389-5玉 山 口

株式会社東商テク ノ

代表取締役

島  勝大

株式会社東商テク ノ

東商テク ノ は、 「 を 温める 会社。 」 の理念のも と 、 4つの事業で地域社会の発展に貢献する 。 こ の考人
え は持続可能な開発 標（ SDGs） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業方 目 方 目
活動に取り 組むこ と によ り 、 SDGsの達成に貢献し ていく 。

売上の単位当たり 電気使 量の削減や業務のペーパーレス化を進める。用

売上百万円当たり の電気使 量の削減用

コ ピー 紙の購 枚数削減用 入

地域貢献のため、 地域のスポーツチームや 会等の協賛、 供たちの 援と し て寄付活動を う大 子 支 行

プロゴルフ 会やプロ野球球団への協賛大

ども 堂への寄付子 食

ワーク ラ イ フ バラ ンス向上の実現、 多様な 材が活躍できる職場を 指す。人 目

時間外労働の削減

性リ ーダー（ 主任ク ラ ス） の配置女

438kwh/百万円（ 年） 【 2023年】 418kwh/百万円（ 年） 【 ▲5％】 398kwh/百万円（ 年） 【 ▲10％】

360 ,0 0 0枚/年【 202 3年】 324 ,0 0 0枚/年【 ▲10％】 288 ,0 00枚/年【 ▲20 ％】

0件【 2023年】 2件（ 累計） 4件（ 累計）

0円/年 【 2 023年】 120 ,0 00円/年 120 ,0 00円/年

30時間/ 【 2023年】月 20 時間/月 15時間/月

0名（ 0 /全管理職の 数16 ）人 人 人
【 2023年】 1名 2名











令和6年9 11月 日
埼 県熊 市御稜威ケ原８ ２ ３ －１ １玉 谷

橋化学 業株式会社 熊 場大 工 谷 工

場工 長
 勲人 見

橋化学 業株式会社 熊 場大 工 谷 工

当社は経営理念である 「 持続可能な社会環境の創造に ら が積極的に参画し 、 その実現に向けて必要自
な存在と なる こ と を 指す」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考え は持続可能な目 行 方
開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組目 方 目
むこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

リ サイ ク ル推進による廃棄物の削減を実施

ペッ ト ボト ルキャ ッ プのリ サイ ク ル

社会貢献活動

地域美化活動の推進 (ごみゼロ運動)

ワーク ラ イ フ バラ ンス実現のため、 休暇を取得し やすい職場づく り を い、 年次有給休暇の平均取得 数を増やす。行 日

有給休暇平均取得 数の増加日

0kg/年 【 2023年】 12kg /年 18kg /年

2回/年 のべ４ 参加 【 2023年】人 3回 /年のべ６ 参加人 4回 /年 のべ８ 参加人

11  /年【 20 23年】日 12 /年日 13 /年日





令和6年9 12月 日
埼 県三郷市鷹野2-226-1玉

有限会社Ｓ Ｕ Ｉ

取締役

吉嶺 直樹

有限会社Ｓ Ｕ Ｉ

当社は広告美術のデザイ ン およ び造形を 主に請け負っ ており 、 消費者の豊かで明る い社会づく り の実
現を 指し ています。 業種柄やむを 得ず使い捨てになる も のも 少なから ず発 し ますが、 それら やこ目 生
れにかかる エネルギーを 最 限にと どめる 努 を 社員全員が意識し 活動する こ と で、 SDGsの達成に貢小 力
献し ていき ます。

CO2排出量削減に貢献するため、 紙資源使 量の削減を う用 行

コ ピー 紙使 量の削減用 用

社会貢献活動と し て募 活動を っ ている団体へ寄付を う金 行 行

募 活動への参加金

ワーク ラ イ フ バラ ンス向上のため、 働きやすい職場環境づく り の推進

有給休暇平均取得 数の増加日

16000 枚/年 【 2023年】 5% 削減 10％削減

0円/年 【 2023年】 10 ,0 00円/年 30 ,0 00円/年

8 /年 【 2 023年】日 10 /年日 12 /年日



令和6年9 20月 日
埼 県さ いたま市北区吉野町2-189-17玉

株式会社スズキ産業 東京 店支

所長
前  純田 一

株式会社スズキ産業 東京 店支

私たち スズキ産業は、 厨房機械を 通し てお客様、 お取引先、 社員と の連携を 深める こ と で情報共有し
合い環境への負荷削減、 商品開発につなげます。 厨房機器のリ ユース商品の製造を 中 に、 社員心 一 人
ひと り がそれぞれの役割を 果たし ていく こ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていき ます。

DX化の推進や裏紙使 などにより ペーパーレスを推進する用

コ ピー 紙の使 量削減用 用

地域貢献の為、 近隣地域のク リ ーンな街づく り に取り 組む

事業所近隣地域の清掃活動

ワーク ラ イ フ バラ ンス向上のため、 業務の 直し などにより 、 時間外労働の削減を推進する見

ひと り あたり 平均時間外労働の削減

10 ,0 00 枚【 2 023年】 9 ,0 00枚 7 ,000枚

1回/年 のべ2 参加【 202 3年】人 3回/年 のべ8 参加人 5回/年 のべ15 参加人

32時間/  【 2023年】月 28 時間/月 24時間/月



令和6年9 13月 日
埼 県飯能市双柳２ ６ ４ －１玉

有限会社飯能ホン ダ販売

代表取締役

 浩史土 方

有限会社飯能ホンダ販売

当社は 動 販売、 整備事業者と し て、 安 ・ 安全・ 利便性のある 活が送れる よ う に、 地域社会に自 車 心 生
貢献する 。 こ の考えのも と に、 社員ひと り ひと り が事業活動に取り 組むこ と によ り SDGsの達成に貢献
し ていく 。

CO2削減に向け、 伝票・ DPE等を電 化するこ と により 、 ぺ－パ－レス化を推進する子

コ ピ－ 紙の使 量削減用 用

社員参加型の社会貢献活動

地域周辺の植栽や清掃などの美化活動

多様な働き 推進のため、 誰も が働き続けら れる職場環境を整える方

65歳以上の再雇 の推進用

10 .0 00 枚/年【 2023 年】 5％削減 10％削減

1回/年 のべ1 【 202 3年】人 2回/年 のべ６ 人 ３ 回/年 のべ１ ５ 人

0 （ 0 /8 ） 【 2023年】人 人 人 １ 人 ２ 人













令和6年9 17月 日
埼 県さ いたま市 宮区桜 町2丁 3番地 玉 大 木 目 大
宮マルイ  7階

般社団法 防 事推進協会一 人 水 工

代表理事

福島 慎介

般社団法 防 事推進協会一 人 水 工

当協会の経営理念である 「 優良業者と お客様を 無料で仲介し 、 防 事の 法選び、 コ スト カ ッ ト 、水 工 工
事進 を サポート する 」 に基づき 動し 、 お客様と 従業員の幸せ、 また地域社会の発展に貢献す工 行 行

る。 こ の考え はSDGｓ と 同じ 向を 指すも のであり 、 誠実に事業活動に取り 組むこ と によ り 、方 方 目
SDGｓ の達成に貢献し ていく 。

CO2削減の為、 省エネ機器導 によるエネルギー使 量の削減入 用

電気使 量の削減用

多様な働き の選択肢を提供し 、 地域 材の雇 を促進する方 人 用

地域 材の積極的な雇人 用

地域経済活性化に貢献するため、 地元中 企業の防 業者と 連携を強化する小 水

連携業者数の増加

180kwh/年 【 2023年】 5％削減 10% 削減

2 （ 2 /4 ）  【 20 23年】人 人 人 10人 30人

140社/年 【 2023年】 20 0社 300社



令和6年9 17月 日
埼 県熊 市籠原南3-171メ ゾン ド ソ レ イ ユ玉 谷
102

かみやま接 院骨

院長
神  誠山 二

かみやま接 院骨

当社は経営 針である 「 施術を 通し て地域の皆様に健康を お届けする 」 に基づき 企業活動を う 。 こ方 行
の考え は持続可能な発展 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 当社が誠実に取り 組む方 目 方 目
こ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

環境保全のために、 こ まめな節電を う 事により エネルギー消費量（ 電気使 量） の削減に取り 組む行 用

電気使 量の削減用

企業の社会的責任を認識し 、 地域社会への奉仕に努め、 地域の未来に貢献する

地元の催事（ 籠原夏祭り ） への寄付を う行

地域経済活性化の為、 地域の事業者と の取引を拡 さ せる大

地域の事業者（ 地域の個 経営の薬局） と の取引拡 を図る人 大

3 ,0 05ｋ ｗ ｈ /年（ 2023年） 5％削減 10％削減

5 ,000円/年（ 2023年） 10 ,0 00円/年 20 ,0 00円/年

0社/年（ 2023年） ２ 社 4社



令和6年9 27月 日
埼 県熊 市船 台5-9-25玉 谷 木

珈琲 店柊豆 豆

代表

森  剛田

珈琲 店柊豆 豆

当店は珈琲 販売を 通じ て、  お客様はも ち ろ んのこ と 国や地域に対し て社会貢献する 。 々の営業で豆 日
顧客満 に努め、 誠実に事業活動に取り 組みSDGs 標達成に貢献し ていく  。足 目

環境保護の観点から CO2 排出量を削減に取り 組む

ビニール袋の使 量を削減する用

社会貢献活動と し て、 地域の美化活動・ 環境保護活動を う行

店舗周辺の美化活動

地域経済の活性化に取り 組む。

地域の事業者と 連携し 、 取引の増加を図る

年2000枚利 【 2023年】用 15％削減（ 300 枚） 30％削減（ 600枚）

7回/年 のべ７ 参加人 10回/年 のべ10 参加人 12回/年 のべ12 参加人

3取引先/年【 2023年】 5取引先 7取引先











令和6年9 19月 日
埼 県草加市弁天４ －１ ６ －８玉

株式会社猪 製作所木

代表取締役

猪野塚 弘樹

株式会社猪 製作所木

当社は創業以来約５ ０ 年にわたり 圧 容器や粉砕機、 タ ン ク 等 製造業のラ イ ン で使 さ れる 機械力 大 手 用
を製造し ており 、 取引先はプラ ン ト 設備メ ーカ ーから 品加 業、 化粧品・ 化学品・ 薬品製造業等の食 工
業種で、 い技術 と モノ づく り に対する 「 こ だわり 」 を 切にし 、 取引先の製品「 バイ オマス関連高 力 大
機器やＥ Ｖ 関連機器」 を 通じ カ ーボン ニュ ート ラ ルの実現に向け、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

環境保護の観点から 、 業務の効率化や電 化などにより ペーパーレス化を推進する子

コ ピー 紙使 枚数の削減用 用

社会貢献活動と し て、 寄付活動を う行

本 字社への寄付日 赤 十

溶接 ・ ク レ ーン取り 扱い作業の い技術を 次世代に継承するため資格取得 援（ 資格 当、 講習費、 実費他） を推進する士 高 支 手

資格取得者数の増加

75 .0 00 枚/年 【 2023年】 10％削減 30％削減

10万円/年【 2023年】 13万円/年 17万円/年

3 【 2023 年】人 9 （ 累計）人 18 （ 累計）人



令和6年9 19月 日
埼 県さ いたま市 宮区桜 町１ －１ ０ －１ ７玉 大 木

NECネッ ツ エスアイ 株式会社 関東 店支

店支 長
川﨑 明宏

NECネッ ツ エスアイ 株式会社 関東 店支

当社グループが 指し ているのは、 世界中の 々が安 ・ 安全で豊かに暮ら せる社会の実現であり 、 こ の思い目 人 心
は「 NECネッ ツエスアイ グループ宣 」 と し て明 化し ています。 こ れはSDGsが 指す「 誰 取り 残さ な言 文 目 一 人
い」 世界の実現と 同じ 向です。 当社が 切にし ている変 の精神のも と 、 社内外と のパート ナーシッ プを方 大 革
ベースにコ ミ ュ ニケーショ ンの進化を促し 、 SDGs達成を実現する事業活動に挑み続けます。

企業と し て気候変動対応への貢献を果たすべく 、 環境負荷低減に取り 組む※全社指標

事業活動による温室効果ガス排出量（ Scope1、 2） の削減

社員参加型の社会貢献活動を推進する。 次世代育成および地域社会へ貢献する※全社指標

清掃活動の実施

地球環境への関 を める教育プログラ ムの実施心 高

ワ－ク ラ イ フ バラ ンス推進のため有給休暇の取得 数の増加に取り 組む※関東 店指標日 支

有給休暇平均取得 数の増加（ 1 あたり 年間取得 数）日 人 日

Scope1= 1 ,0 53ト ン、 Scope2= 4 ,
1 83ト ン【 2022年】

Scope1= 854ト ン、 Scope2= 0
ト ン

１ ０ ０ ％削減（ 実質ゼロ）  
Scope1= 0ト ン 、  Scope2= 0ト ン

949 ／年【 2023年】 （ 8 9回／年実人
施、 のべ9 49 参加）人

1130 ／年（ 107回／年実施、人
のべ1130 参加）人

1420 ／年（ 134回／年実施、 のべ人
1420 参加）人

30 ／年【 2023 年】 （ 26回／年実人
施、 のべ30 参加）人

34 ／年（ 31回／年実施、 のべ人
34 参加）人

40 ／年（ 40回／年実施、 のべ40人 人
参加）

16 .3 ／年【 202 3年】日 18 .0 ／年日 20 .0 ／年日



令和6年9 19月 日
埼 県 市笹 5-2-2玉 戸 田 目

和光建機株式会社

代表取締役

 伸大 竹 一

和光建機株式会社

当社は「 重機のこ と なら 、 どんなこ と でも 和光建機にご相談く ださ い！」 に基づき 動し 、 地域社会行
の発展に貢献する 。 こ の考え は持続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、方 目 方 目
環境に配慮し リ サイ ク ル等を 活 し た運営によ り SDGsの達成に貢献し ていく 。用

環境配慮の観点から 請求書の電 化などにより ペーパーレスを推進する子

コ ピー 紙使 枚数の削減用 用

多様な 材が活躍できる社会実現のため、 性雇 を積極的に推進する人 女 用

性の雇 数割合の増加女 用 人

ダイ バーシティ 経営の実現にむけた採 活動や、 リ サイ ク ル部品使 による廃棄物削減の推進を う用 用 行

70歳以上の雇 率の増加用 比

リ サイ イ ク ル部品を使 し た修理件数割合の増加用

30000 枚/年【 202 3年】 5％削減 10％削減

18％（ 4 /2 2 ） 【 2023年】人 人 21％（ 5 /23 ）人 人 25％（ 8 /30 ）人 人

9％/年（ 2 /22 ） 【 20 23年】人 人 18 ％（ 4 /23 ）人 人 20％（ 6 /30 ）人 人

5％（ 3 60件/7 200件） 【 2023 年】 10％（ 72 0件/72 00件） 25％（ 2500件/1000 0件）





令和6年9 19月 日
埼 県蕨市中央６ 丁 １ １ 番１ ６ 号玉 目

武蔵義塾

代表

藤 征孝斉

武蔵義塾

当塾の経営理念は、 「 社会へ貢献する こ と で、 個別・ 少 数指導体制のも と 、 主に中学 を 対象に、人 生
徒 ひと り が 主的に勉強する 姿勢を 育む指導を 実践する こ と 。 」 である 。 こ の考え は持続可生 一 人 自 方

能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 講師ひと り ひと り が誠実に事業活動に取目 方 目
り 組むこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

CO2排出量削減のため、 電気やコ ピー 紙の使 量を削減する用 用

電気使 量の削減用

コ ピー 紙使 量の削減用 用

事業所周辺地域から の雇 を促進する用

性別・ 年齢を問わない地元 材の雇 増加人 用

質の い教育を提供するため、 安 安全な学習環境を構築する高 心

安 し て通えるICT機器を いた体制整備の件数増加心 用

安全に通える緊急事態に備えた災害・ セキュ リ ティ 対策の件数増加

9000ｋ ｗ /年【 2023年】 10％削減 20％削減

7500枚/年【 2023 年】 15％削減 30％削減

2 雇 （ 2 /3 ） 【 2023年】人 用 人 人 3 /年人 5 /年人

0件【 2023 年】 3件 ５ 件

２ 件【 2023年】 7件 10件





















令和6年9 24月 日
埼 県 間郡三芳町上富２ ５ ４玉 入

有限会社 井物産日

代表取締役

井  和宏田

有限会社 井物産日

当社、 「 地球環境に負荷を かけない農業・ 倉庫会社」 を 指し 、 動し 、 地域社会の発展に貢献す目 行
る。 こ の考え は持続可能な開発 標（ SDGs） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が方 目 方 目
誠実に事業活動を 取り 組むこ と によ り 、 SDGｓ の達成に貢献し ていく 。

CO2排出量削減のため、 社有 を環境に配慮し た 両に れ替える車 車 入

環境に配慮し た 両導 の推進車 入

地域の ども たちに向け、 農業体験授業を実施する。子

芋ほり 体験授業実施

地域経済活性化のため、 地域と の取引を増加さ せる

地域事業者と の取引件数の増加

０ 台（ ５ 台中0台） 【 2023年】 1台（ 5台中1台） 3台（ 5台中3台）

0回/年 0 参加【 202 3年】人 1回/年 のべ5 参加人 2回/年 のべ10 参加人

2件/年【 2023年】 新規件数5件/年 新規件数10件/年







令和6年9 26月 日
企郡川島町 守432-1比 戸

有限会社レ イ ン ボーペイ ン ト

代表取締役

吉  裕志田

有限会社レイ ンボーペイ ント

創業よ り 当社の最 の強みである ３ ０ ０ ｇ （ 握り ） から の ・ 変数ロッ ト の調 技術は「 必要な大 一 小 口 色
を 必要な量だけ」 と いう ニーズに寄り 添い、 社を 含めた企業の廃棄物の発 抑制に貢献し て参り色 自 生

まし た。 私たち は新たな 標達成に向け、 環境に配慮し た塗料の 産体制を 拡充し 、 ニッ チな企業と目 生
し てさ ら に地域や社会への貢献と 責任を 果たし て参り たいと 思います。

CO2削減に貢献するため、 技術向上や設備の補填による廃棄量の更なる削減や再 エコ ペーパーに代替するなどのペーパーレスを推進する。生

CCM（ DXの活 ） による 分（ ロス） 最 量化用 目 欠 小

コ ピー 紙使 量の削減用 用

学 や新卒者対象と し た 場 学の実施や地域施設への寄付を う 。生 工 見 行

場 学の実施工 見

社会福祉法  川島町社会福祉協議会への寄付人

環境や 体に配慮し た塗料の使 割合を増加さ せていく 。 県内の取引先企業を増やす。人 用

性塗料(無溶剤),低温焼付塗料(VOC対策),環境配慮型塗料(特化則対応)の調 業務割合の増加水 色

県内企業と の取引件数の増加

年間廃棄量30L【 2023年】 10％削減 30％削減

4000枚/年【 2023 年】 20％削減 40％削減

５ 回/年 【 2023 年】 7回/年 12回/年

5 ,000円/年【 2023年】 6 ,0 00円/年 7 ,000円/年

０ ％/年 【 2023年】 10 ％/年 50％/年

21 3件【 2023年】 240件 280件



令和6年9 26月 日
さ いたま市南区辻4-7-3

有限会社オフ ィ ス秋本

代表取締役

秋本 圭子

有限会社オフ ィ ス秋本

地域の患者様に密着する と いう 理念に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する 。 こ の考え は行 方
SDGｓ と 同じ 針であり 、 従業員ひと り ひと り が社会の 員である と 覚し 、 事業活動に勤し むこ と方 一 自
でSDGｓ の達成に貢献し ていく 。

印刷 法の集約および、 メ ール等を活 し 、 コ ピー 紙の使 量を削減する方 用 用 用

コ ピー 紙使 量の削減用 用

DX化等を進めながら 業務効率化を図り 、 時間外労働を削減する

時間外労働の削減

材紹介機能等を活 し 若年層（ 30歳以下） 雇 者数を増やす人 用 用

若年層雇 者数の増加用

約30 ,000枚【 2023年】
2023 年  5％削減（ 約2 8 ,500比
枚）

2023年  10％削減（ 約27 ,00 0比
枚）

ひと り あたり 30 時間/ 【 2023年】月 27時間/月 25時間/月

0 （ 0 /46 ） 【 2023年】人 人 人 1人 3人



令和6年9 26月 日
埼 県川 市芝塚原1-17-7玉 口

ケアサロ ン爪

代表

中野 真弓

ケアサロン爪

当サロ ン は経営理念である ” 割れない づく り でオン リ ーワン の価値” に基づき 動し 、 ジュ ニアか爪 行
ら 齢者まで幅広く 健康促進、 パフ ォ ーマン ス アッ プする 為地域発展に貢献する 。 こ の考え は持高 力 方
続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 誠実に事業活動に取り 組むこ と によ目 方 目
り Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

CO2削減の為、 社内でエアコ ンの温度設定（ 25〜28度） を徹底するなど、 省エネを積極的に推進する

電気使 量の削減に取り 組む用

地域貢献の為、 地元少年団での出張講座を う行

出張講座活動を実施する

切り 指導 資格関連知識の普及活動や、 技術向上資格取得のため講座開講の推進爪 士

資格対策講座を実施し 、 資格取得者を輩出する

3600ｋ ｗ ｈ /年 【 2023年】 10％削減 20％削減

1回/年のべ20 【 2023年】人 3回/年のべ50人 5回/年のべ80人

2 【 2023 年】人 5人 10人





令和6年9 27月 日
埼 県熊 市妻沼１ ５ ２ ３ 番地玉 谷

株式会社 園西 田

代表取締役

林 伸光小

株式会社 園西 田

当社はお茶の販売・ 提案を 通じ て、 然の恵みと 環境保全の 切さ を 認識し 、 分たち ができ る 取組自 大 自
みで寄与し てき た。 こ の考え は、 SDGｓ の持続可能な取組と 同じ であり 、 社員ひと り が誠実に方 一 人
事業活動に取り 組むこ と でSDGsの達成に貢献し ていく 。

温室効果ガス排出削減のため、 シーズンにあわせた冷凍庫の使 と こ まめな節電で電気使 量を削減する用 用

電気使 量の削減用

地域貢献のため、 地域の清掃活動や、 地域のイ ベント に寄付を う行

清掃活動

歓喜院聖天堂の節分会や 我井神社 祭り 熊 直実祭り への寄付大 火 谷

業界の活性化に寄与するため、 地元の 正 学地球環境科学部と 産学連携商品開発を う立 大 行

商品開発件数の増加

11 ,0 00 kwh年【 2023年】
2023 年 3％削減 （ 10 ,6 00比
kwh/年）

2023年 7％削減 (10 ,2 0 0 kW ｈ /年)比

12回/年 のべ12 参加【 2 023年】人 18回/年 のべ18 参加人 24回/年 のべ24 参加人

30 ,0 00 円/年【 2023 年】 50 ,0 00円/年 70 ,0 00円/年

２ 件/年 【 2023年】 ４ 件（ 累計） ８ 件（ 累計）





























令和6年10 1月 日
深 市 在家198谷 長

永 紙業株式会社田

代表取締役

永  耕太郎田

永 紙業株式会社田

当社は経営理念である 「 私たち は、 Resource(資源化)Reuse(再利 )Recycle(再資源化)のＲ 3サイ ク ル用
システムのエコ 推進によ り 、 持続可能な環境づく り に貢献し 、 度循環型社会の実現を 指し ます」高 目
に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する 。 こ の考え は持続可能な開発 標(SDGs)と 同じ 向を行 方 目 方

指すも のであり 、 その強い想いを 全社員が共有し SDGsの達成に貢献し ていく 。目

CO2の削減のため商 運 ルート の最適化と 環境配慮型 両 れ替えの実施用 車 行 車 入

CO2排出量の削減

環境に配慮し た 両への れ替え車 入

地域への協賛・ 寄付と イ ンタ ーンシッ プ（ 職場 学） ・ 場 学等の地域社会貢献見 工 見

ユネスコ 協会・ 般社団法 埼 県共同募 会などへの寄付、 瀞町 船 まつり  などへの協賛一 人 玉 金 長 玉

イ ンタ ーンシッ プ（ 職場 学） と 場 学受 れ推進見 工 見 入

多様な 材が活躍できる社会実現のため、 性管理職 率と 齢者雇 率を める人 女 比 高 用 高

性管理職 率の向上女 比

齢者（ 65歳以上） の雇 率の向上高 用 比

1 ,6 80 t/年【 2023年】 1 ,5 60 t/年 1 ,440 t/年

22台（ 155 台中2 2台） 【 2023年】 25台 28台

5 ,815  千円/年 【 2023年】 6 ,3 00千円/年 6 ,800千円/年

３ 回/年 18 0 受 【 2 023年】人 入 4回/年 240 受人 入 5回/年 300 受人 入

9% （ 4 /42 ）  【 2023年】人 人 12 % 15%

5% （ 8 /165 ） 【 2023年】人 人 7% 10%





令和6年10 1月 日
和光市新倉5-7-34

本 株式会社日 玉 石

代表取締役

福  徳政田

本 株式会社日 玉 石

環境の改善、 平等な雇 機会の創出、 々の暮ら し に潤いを 与える こ と を理念と し て、 会社全体と し用 人
て事業活動に取り 組むこ と によ り 、 SDGsの達成に貢献し ていく 。

環境配慮の観点から 、 電 化などによるペーパーレス化を推進する子

プリ ンタ ー及びFAXの印刷枚数の削減

作業の属 化をなく し 、 ワーク ラ イ フ バラ ンスの確 を図る人 立

有給休暇平均取得 数の増加日

性の雇 を進めて誰も が き きと 活躍できる職場づく り を推進する女 用 生 生

性の雇 数の増加女 用 人

175 ,2 1 3枚/年【 202 3年】 10％削減 30％削減

5 .5 /年【 20 23年】日 10 /年日 20 /年日

4 （ 4 /23 ） 【 2023年】人 人 人 6人 10人









令和6年10 1月 日
埼 県東松 市 塚574 －1玉 山 毛

株式会社キン プラ イ ン テッ ク

代表取締役

周 洋

株式会社キンプラ イ ンテッ ク

当社は廃棄物のプラ スチッ ク 再資源化を 通し て地域社会・ 環境の発展に貢献する 。 社員ひと り ひと り
が同じ 向を 指し 事業活動に取り 組むこ と によ り 、 SDGｓ 達成に貢献する 。方 目

再資源化の推進により 産業廃棄物（ どう し ても 再利 出来ないも の 率） を削減する用 比

廃棄物ロス率削減

当社のダイ バーシティ 推進の 環と し て 性活躍を 標に掲げ、 性社員の雇 数を増加さ せる。一 女 目 女 用

性社員の雇 数の増加女 用

埼 県内で事業を う も のと し て地場での取引業者を増加さ せ、 埼 県内の経済の活性化に寄与する。玉 行 玉

地域の事業者と の取引の増加

3 .8％（ 174kg/4 ,5 21㎏） 2023年】 2% 1 .5 %

1 （ 全従業員数4 ） 【 2 023年】人 人 3人 5人

2社【 2023 年】 3社（ 累計） 8社（ 累計）



























令和6年10 3月 日
埼 県 企郡滑川町 字菅 124番地3玉 比 大 田

株式会社滑川環境保全

代表取締役社長
 宗清小 田

株式会社滑川環境保全

当社の社訓である 謙虚、 配慮、 感謝に基づき 動し 地域社会の発展に貢献する 。 こ の考え は持続可行 方
能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員 ひと り が誠実に事業活動に取り目 方 目 一 人
組むこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

環境配慮のため、 エネルギー使 量を削減するこ と で、 酸化炭素排出量の削減を図る。用 二

酸化炭素排出量（ t-co2/収集運搬t） の継続的な削減二

社員参加型・ 社員貢献活動を推進する。

ロード サポート 活動を う行

フ ード ド ラ イ ブ 援と し て、 東松 営業オフ ィ スによる回収を う支 山 行

性の雇 及び管理職登 や 齢者雇 を積極的に進め、 多様な 材が働ける職場づく り を推進する。女 用 用 高 用 人

性の雇 数の増加女 用 人

齢者(65歳以上)の雇 促進高 用

0 .0 509  t-co2【 2023年】 0 .0 503 91  t-co2 0 .0 501  t-co2

4回/ ・ 延べ44 【 20 23年】月 人 4回/ ・ 延べ50月 人 4回/ ・ 延べ55月 人

3ヶ に１ 回【 2023年】月 2ヶ に１ 回月 1ヶ に１ 回月

0 【 2023 年】人 2人 2 かつ管理職に1 登人 人 用

10 ％(30 中3 )【 2023年】人 人 13％ 16％

















令和6年10 4月 日
埼 県さ いたま市岩槻区並 ２ 丁 5番2-301号玉 木 目

三陽建設株式会社

取締役社長
三浦 仁一

三陽建設株式会社

当社の経営理念は「 活道路の整備と 然環境の調和」 である 。生 自
社員 がこ の考えに基づき 誠実に事業活動に取り 組むこ と で、 地域社会の発展及びSDGｓ の達一 人 一 人
成に貢献し ていく 。

環境配慮の観点から 、 電 化を進めるこ と 等により 、 ペーパーレス化を推進する。子

コ ピー 紙使 枚数の削減用 用

社員参加型の社会貢献活動を推進する。

地域の美化活動

外国 材への適切な処遇や働きづら さ の解消に努めるこ と で、 共に働ける環境整備を進める。人 人

既存の外国籍従業員と の意 交換会の実施見

外国 材の新規採 の継続実施人 人 用

2000枚/年［ 2023 年］ 2023 年  20％減少比 2023年  50％減少比

0回/年・ のべ0 参加【 202 3年】人 2回/年・ のべ5 参加人 4回/年・ のべ10 参加人

１ 回/年【 20 23年】 2回/年 3回/年

１ 名/年【 2023年度】 １ 名以上/年 １ 名以上/年



令和6年10 4月 日
埼 県さ いたま市北区東 成町1-51 9-1玉 大

吉真建設株式会社

代表取締役

吉眞 誠人

吉真建設株式会社

当社は、 経営理念である 「 私たち は、 良い住まい造り を 通じ てお客様に幸せを 提供する こ と で、 地域
社会に貢献する 企業を 指し ます」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する 。 こ の考え は持続目 行 方
可能な開発 標（ SDGｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取目 方 目
り 組むこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

輸 材輸送等に係るCO2の削減に配慮するため、 建築 材に使 する国産材の割合を増やす。入 木 木 用

国産材の割合を7割以上使 し て建築し た物件の割合の増加用

ども の健全育成のため、 援団体へ寄附を う 。子 支 行

寄附の実施

業務効率化に努めるこ と で、 有給休暇の取得及び時間外労働時間の削減を図る。

平均有給休暇取得 数の増加日

平均時間外労働時間の削減

0％【 2023 年】 50％ 90％

0円/年【 202 3年】 10万円/年 20万円/年

5 /年【 2023年】日 10 /年日 15 /年日

35 時間/ 【 2023年】月 30時間/月 25時間/月



令和6年10 4月 日
埼 県川越市 字笠幡3903玉 大

株式会社中央防災

代表取締役

村 雅水 人

株式会社中央防災

当社は経営理念である 「 防災・ 減災」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する 。 こ の考え は持行 方
続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員 が誠実に事業活動に取目 方 目 一 人 一 人
り 組むこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

ペーパーレス化を推進し 、 紙資源・ 印刷資材の削減を 指す。目

コ ピー 紙使 量の削減用 用

社会貢献活動と し て、 ペッ ト ボト ルキャ ッ プの寄付を う 。行

ペッ ト ボト ルキャ ッ プの寄付

従業員への利益還元を積極的に進めるこ と で、 経済の発展に貢献する。

粗利に対する労働分配率の向上。

54 ,3 00 枚/年【 2023 年】 48 ,0 00 枚/年 35 ,0 00枚/年

0個/年【 202 3年】 500個/年 1000個/年

22 .5％【 202 3年】 23 .0 ％ 25％



令和6年10 4月 日
埼 県熊 市妻沼２ ５ ５ １ 番地１玉 谷

有限会社関 フ ァ ームテッ ク口

代表取締役社長
関  眞佐美口

有限会社関 フ ァ ームテッ ク口

当社は農業機械の販売、 修理、 レ ン タ ルを 通じ 、 地域の第1次産業への貢献を 標に、 スピ ーディ ーな目
サービ スと お客様それぞれの問題解決につながる 商品の提案で「 持続可能な農業」 維持に貢献し てい
る。 こ れはSDGｓ の持続可能な開発 標と 同じ である こ と から 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動目
に取り 組むこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

然環境に配慮するため、 社内電球をLEDに変更する。 あわせて社有 をガソ リ ン から 環境配慮 に変更する。自 車 車 車

社内のLED化を進める

社有 を環境配慮 に変更し ていく車 車

地域貢献のため、 地域の清掃活動を う 。 また、 地域の 少年健全育成のため、 こ ども 堂への 援を う 。行 青 食 支 行

地域の美化に資するため、 清掃活動を実施する

超省 ・ 品質 産を 実現し 、 地域活性化に寄与するため、 スマート 農業を 普及さ せる 。 安 安全で質の いサービスを 提供するため、 国家資格取得 援を う 。力 高 生 心 高 支 行

当社が機器を提供するスマート 農業の利 件数を増やす用

従業員のサービス技術向上のため、 会社の 援のも と 、 資格取得者を増やす支

10個/20個【 2023 年】 15個/20個 20個/20個

0台/10台【 2023年】 1台/10台 2台/10台

1回/ 【 202 3年】月 2回/月 4回/月

5件(累計)【 2 023年】 20 件(累計) 50件(累計)

のべ５ 【 2023年】人 のべ10人 のべ15人



令和6年10 4月 日
埼 県加須市南篠崎875 -6玉

株式会社阿部 業工

代表取締役

阿部 繁之

株式会社阿部 業工

当社は近い将来、 本の技術を 世界へと よ り 豊かな未来へ繋いでいき たいと 考えています。  日
今何を すべき かを 追求し  、 出来る こ と から 実践する こ と で地域社会の発展に貢献し ていける よ う 努め
てまいり ます。  
また、 社員 が事業活動に誠実に取り 組むこ と によ り SDGsの達成に貢献し ていき ます。一 人 一 人

業務の電 化を推進し  、 紙資源の有効活 と 業務の効率化を図る 。子 用

コ ピー 紙使 枚数の削減用 用

社会貢献活動の 環と し て、 外国 実習 を積極的に受け れる。一 人 生 入

外国 実習 の受け れ 数の増加人 生 入 人

働きがいと 経済成 を両 さ せるため、 社員の年次有給休暇取得数を増加さ せる 。長 立

有給休暇平均取得 数の増加日

12 ,0 00 枚/年【  2023年】 3% 削減 10% 削減

2名/年【  2023年】 3名/年 4名/年

10 /年【  20 23  年】日 11 /年日 12 /年日



令和6年10 4月 日
埼 県越 市越ケ 5-2-26玉 谷 谷

株式会社中村建設

代表取締役

中村 幸知

株式会社中村建設

創業よ り 地域に根ずく 務店と し てお客様にご満 いただける よ う 、 また、 地域の発展に貢献する 業工 足
務に取り 組んでいます。 そのために社員の働き やすさ や健康を 優先し 男 の関係なく 働く こ と のでき女
る職場を 指し 取り 組んでいます。目

環境への配慮のため、 ペーパーレス化を推進し ていく 。

コ ピー 紙使 量の削減用 用

社員の健康や働きがいの充実を図る。

所定外平均労働時間の削減

地域の活性化のため、 地域企業と の取引を増加さ せる。

地域企業と の取引件数の増加

約20 ,000枚【 2023年】 2023 年  20％削減比 2023年  40％削減比

12時間/月 10時間/月 8時間/月

11件/年【 2023年】 15 件/年 18件/年



令和6年10 4月 日
埼 県加須市南篠崎238 4-1玉

株式会社三洋物産

代表取締役

吉澤 孝幸

株式会社三洋物産

当社は現在のサービ スに満 せず、 よ り 良いも のを 指し 、 サービ スの向上と 品質の向上を 常に意識足 目
し 、 地域社会の発展に貢献する 。 こ の考え は持続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指す方 目 方 目
も のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と によ り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し て
いく 。

CO2削減の為、  ペーパーレス化を進めるなど、 環境貢献活動に取り 組む。

コ ピー 紙使 量の削減用 用

社員参加型の社会貢献活動を推進する。

フ ード ド ラ イ ブ・ ども 堂への寄付子 食

地域の清掃活動を う行

働き甲斐のある職場環境、 意欲向上、 私 活充実のため業務効率化を推進し 、 有休休暇取得数の増加を 指す。生 目

性管理職 率の向上女 比

年次有給休暇平均取得 数の増加日

50 ,0 00 枚/年【 2023 年】 5％減少 10％減少

3回/年・ 120 袋/年【 202 3年】 4回/年・ 160袋/年 5回/年・ 200袋/年

1回/ 【 2023年】月 2回/月 4回/月

20％（ 1名/5名） 【 2023年】 33 ％（ 2 名/６ 名） 42％（ 3名/7名）

5 /年【 2023 年】日 7 /年日 10 /年日



令和6年10 4月 日
埼 県加須市南篠崎1丁 3番1号玉 目

ブリ ヂスト ン フ ロ ーテッ ク 株式会社

代表取締役社長
下 修市山

ブリ ヂスト ンフ ローテッ ク 株式会社

当社はブリ ヂスト ングループの使命である「 最 の品質で社会に貢献」 をも と に、 商品、 サービス、 技術にと高
どまら ず、 あら ゆる企業活動において、 お客様にと っ ていちばんよいも のは何かを追求、 提供し 、 そし て、 世
界中の 々の安全と 、 快適な 活の発展に貢献する。 こ の考え は持続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ人 生 方 目 方
向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実にサスティ ナブル活動に取り 組むこ と により 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達目
成に貢献し ていく 。

社の活動が環境に及ぼす影響を考慮し 、 あら ゆる環境事故発 の防 を図る。自 生 止

環境研修の実施、 環境委員会での環境に関する情報共有の徹底により 環境事故を発 さ せない生

あら ゆる年齢のすべての 々の健康的な 活を確保するため加害事故・ 事故総数削減を図る人 生

要因分析と 啓蒙による加害・ 責事故の件数減少自

他 場事案の全従業員への共有化や毎 の安全会議での事故件数報告による事故総数の件数減少工 月

取扱商品やサービスの安全性を確保するための仕組み、 品質のよい商品やサービスを提供するための仕組みを構築する

品質総点検による管理状況確認と 不具合点の是正、 年次フ ォ ローによるク レ ーム発 件数の減少生

ク レーム発 防 対策の横展開強化による、 低いク レーム発 率の維持生 止 生

1件/年【 2023年】 0件/年 0件/年

5件/年【 202 3年】 3件以下/年 0件/年

13件/年【 2023年】 10件以下/年 0件/年

19件/年【 2023年】 10 件以下/年 3件以下/年

0 .5 8ppm/年【 2023年】 0 .5 7ppm 以下/年 0 .56ppm 以下/年


